
　当院は、県中部の中核病院
であり、一次から三次まで幅
広い疾患の患者さんを経験
できます。小児・周産期領域
においては、県中部唯一の入
院施設であり、周辺地域の子

供たちのほとんどを当院で管理します。また、多職種
との連携も積極的に実施し、急性期から慢性期、退
院後の在宅医療や地域医療も見据えた、患者さんに
とってより理想の医療を日々追求しております。
　希望、やる気に満ち溢れた研修医の皆様にとって、
医療のリアルワールドに身を置くことは、より実践的
で合理的な医療の学びを可能とすると信じておりま
す。お待ちしております。

　初期研修医新２年目の境田明日
香です。自然と文化の豊かな倉吉市
で、のびのびと毎日楽しく研修してい
ます。
　私が厚生病院で気に入っている点

は、その規模感です。まず医師の人数が全員で50人前後とそ
こまで多くなく、指導医の先生一人一人と関係を作り、じっくり
教えてもらうことができます。
　また研修医の数は、私の同期が自分含め３人、今年入ってく
る１年目が４人で、計７人です。各診療科をまわる際に研修医が
被らないようになっているので、症例の取り合いになったりせ
ず、興味のある内容について思う存分学びを深めることがで
きます。
　初期研修期間はマイペースに勉強したいという方には、厚生
病院はとてもおすすめです。是非見学にお越しください。

　　　患者－医師関係、チーム医療、問題対応能力、安全管理、症例呈示、医療の社会性に関する行
動目標と経験目標を設定します。

 　　　 医学、医療の社会的ニーズを認識しつつ日常診療で頻繁に遭遇する病気や病態に適切に対応
できるよう、基本的な診療能力（態度・技能・知識）を身に付けることを研修理念としています。

　採用予定人数／６人
　応 募 資 格／令和７年（第119回）医師国家試験を受験

する者、または既に医師国家試験に合格
している者。

　応 募 書 類／願書（履歴書）、卒業（見込み）証明書、成
績証明書

　応 募 期 間／令和６年９月30日まで
　選 考 方 法／面接及び書類審査
　応募連絡先／鳥取県立厚生病院
　　　　　　　〒682-0804 鳥取県倉吉市東昭和町150
　　　　　　　臨床研修・教育センター　木下　留美
　　　　　　　TEL：0858-22-8181　FAX：0858-22-1350
　　　　　　　E-mail／kouseikensyu@pref.tottori.lg.jp
　※応募者には別途、個別に連絡します。

　開　設　年／昭和38年
　病　床　数／304床（一般300、感染症４床）
　標　榜　科／21科
　内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、脳神経内科、
外科、消化器外科、心臓血管外科、脳神経外科、整形外科、
精神科、小児科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻いんこう
科、リハビリテーション科、放射線科、皮膚科、病理診断
科、麻酔科

　医　師　数／54人（令和６年４月１日現在）
　指 導 医 数／30人（令和６年４月１日現在）
　外来患者数／１日平均 510人（令和５年度）
　入院患者数／１日平均 220人（令和５年度）

境田　明日香橋田　祐一郎
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内科（２４週） 一般外来
（４週）

産婦人科
（４週）

地域医療
（４週）

小児科
（４週）

精神科
（４週）

救急・麻酔科（１２週)
（麻酔科４週）

外科
（４週～１２週)

募集要項

初期臨床研修プログラム

目　　標

　１．幅広い疾患と豊富な症例数を経験できます。
　　　　小児から高齢者まで多岐にわたる疾患症例を診る機会に接します。初期研修での実経験

は将来の宝となります。
　２．各研修医のオーダーメイドプログラムを作成します。
　　　　３年目以降の将来設計を考えている研修医に有意義なプログラムを作成していきます。
　３．多数の指導医に守られています。
　　　　各年代層の指導医がいます。直接指導を仰ぐ他、診療科垣根を超え近くの指導医に気軽に

知識、技術を教えてもらえるような雰囲気があります。

　上記を基本にプログラムローテーションは相談の上決めます。2年次ローテーションを
1年次に前倒しで行う場合もあります。
　　協力病院、協力施設   
 精神科→鳥取大学医学部附属病院、倉吉病院
 地域医療→藤井政雄記念病院、三朝温泉病院、倉吉保健所、米子保健所
 各診療科→鳥取大学医学部附属病院、野島病院

　　　指導医が付きます
　　　（深夜０時～午前８時30分までの当直はありません）

特　　徴

年間研修計画

日当直回数 ４回程度／月Voice
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基本給／１年次　約40万／月（手当込）
　　　　２年次　約50万／月（手当込）
手　当／通勤手当、時間外手当、休日手当、

宿日直手当、期末手当、勤勉手当等
休　暇／週休２日制、有給休暇１年次10日、

２年次11日　別に夏季休暇有り
宿　舎／有　21,500円／月
　　　　駐車場　1,000円／月
保　険／健康保険、厚生年金、雇用保険、労災

保険

待　遇

病院HP等は
こちら

研修医指導医
はし  だ ゆういちろう さかいだ あ　す　か

〒682-0804 鳥取県倉吉市東昭和町150　　TEL：0858-22-8181  FAX：0858-22-1350

病院の
特　徴

１．鳥取県中部全地域と岡山県北部の一部の急性期・救急医療の中核を担っています。
２．小児・周産期医療の中核を担っています。
３．循環器疾患、脳血管障害の急性期治療を行っています。
４．がん診療連携拠点病院として集学的がん治療を行っています。
５．地域医療支援病院として地域医療機関との濃厚な医療連携を展開しています。
６．多職種垣根のないチーム医療を展開しています。

１）毎日楽しく！　２）医師としての自信がついた！　３）将来の専門コースを描けた！
と思ってもらえる研修指導が当院のモットーです。医学生に向けて

産婦人科インスタ臨床研修センターメール臨床研修センター 厚生公式LINE病院HP

（１回８時間）
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